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去
る
４
月
19
日
開
催
の
埼
玉
県
市
議

会
議
長
会
お
よ
び
、
５
月
31
日
開
催
の

全
国
市
議
会
議
長
会
の
各
総
会
に
お
い

て
、
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
市

議
会
は
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
埼
玉
県
・
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　

表
彰　

25
年
以
上
」

　
　

荒
船　
　

功　

議
員

「
埼
玉
県
・
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　

表
彰　

10
年
以
上
」

　
　

斎
藤　

捷
栄　

議
員

　

６
月
定
例
会
初
日
（
６
月
７
日
）
に

議
長
・
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議

長
に
松
澤
一
雄
議
員
、
副
議
長
に
落
合

芳
樹
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
等
の

委
員
、
そ
の
他
附
属
機
関
等
の
委
員
に

つ
い
て
も
新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議　

長
◆

　
　

松
澤　

一
雄

◆
副
議
長
◆

　
　

落
合　

芳
樹

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

去
る
６
月
定
例
会
の
初
日
に
笠
原
議

長
が
議
長
職
を
辞
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、

私
達
が
議
長
、
副
議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
選

任
を
い
た
だ
き
、
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
そ
の
責
務

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、
現
在
、
よ
り
公
平
・

公
正
・
透
明
な
議
会
運
営
は
基
よ
り
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
に
応

え
、
市
民
参
加
の
開
か
れ
た
議
会
づ
く

り
を
図
る
た
め
、
議
会
基
本
条
例
を
制

定
し
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
秩

父
市
議
会
と
し
て
、
秩
父
地
域
の
更
な

る
発
展
を
目
指
し
、
円
滑
な
議
会
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

合
併
し
て
12
年
目
を
迎
え
た
今
日
、

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と

い
う
大
き
な
課
題
に
当
市
も
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
安
全
に

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
秩
父
の
未
来
、

「
豊
か
な
ま
ち
、
環
境
文
化
都
市
ち
ち

ぶ
」
の
実
現
に
向
け
て
活
発
な
議
論
を

展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
政
に
お
い
て
は
、
熊
本
地

震
等
、
最
近
各
地
で
頻
繁
に
発
生
す
る

地
震
災
害
、
異
常
気
象
等
へ
の
対
策

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
当
市
で

は
、
５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
市
役
所
本
庁
舎
、
市
民
会
館
の
建

設
が
今
年
度
完
了
し
、
市
民
を
守
る
防

災
拠
点
、
ま
た
郷
土
の
誇
り
と
な
る
芸

術
文
化
創
造
拠
点
と
し
て
の
場
が
完
成

し
ま
す
。
加
え
て
今
秋
に
は
、
長
年
の

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
新
火
葬
場
も
竣
工

し
、
当
市
の
将
来
を
見
据
え
た
大
き
な

基
盤
づ
く
り
が
完
成
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
公
共
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
機
能
の
集
約

化
等
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

目
指
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
水
道

事
業
の
広
域
統
合
を
開
始
し
、
秩
父
圏

域
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
円
滑
な
議
会
運
営
の
下
、
よ
り
一

層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
秩
父
地

域
の
発
展
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
市
議

会
に
対
し
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

議
長
・
副
議
長
選
出

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

〜
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
〜

永
年
勤
続
表
彰



秩父市議会だより（３）平成28（2016）年８月10日

附属機関等の委員附属機関等の委員

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

名称・人員

氏　

名

浅

海
　

忠

江

田

治

雄

清

野

和

彦

竹

内

勝

利

赤

岩

秀

文

黒

澤

秀

之

金

崎

昌

之

大

久

保

進

福

井

貴

代

新
井
重
一
郎

木

村

隆

彦

冨

田

俊

和

笠

原

宏

平

落

合

芳

樹

斎

藤

捷

栄

出

浦

章

恵

山

中
　

進

髙

野
　

宏

五
野
上
茂
次

松

澤

一

雄

小

櫃

市

郎

荒

船
　

功

広域市町村圏組合議会 ８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業委員会 ２ ○ ○

監査委員 １ ○

公有財産審議会 ８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

民生委員推薦会 ２ ○ ○

介護保険運営協議会 ２ ○ ○

社会福祉事業団民営化検討委員会 １ ○

児童福祉審議会 １ ○

国民健康保険運営協議会 ４ ○ ○ ○ ○

健康づくり推進協議会 １ ○

都市計画審議会 ６ ○ ○ ○ ○ ○ ○

景観審議会 ３ ○ ○ ○

市立病院運営委員会 １ ○

地域福祉計画策定委員会 １ ○

秩父４ダムに関わる連絡会 ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委 員 長　竹　内　勝　利
副委員長　黒　澤　秀　之
委　　員　浅　海　　　忠
　　　　　金　崎　昌　之
　　　　　福　井　貴　代
　　　　　新　井　重一郎
　　　　　斎　藤　捷　栄
　　　　　山　中　　　進
　　　　　五野上　茂　次

広報広聴委員会
委 員 長　木　村　隆　彦
副委員長　大　久　保　進
委　　員　江　田　治　雄
　　　　　清　野　和　彦
　　　　　赤　岩　秀　文
　　　　　出　浦　章　恵
　　　　　髙　野　　　宏

市議会だより編集委員会

委 員 長　木　村　隆　彦
副委員長　斎　藤　捷　栄
委　　員　浅　海　　　忠
　　　　　福　井　貴　代
　　　　　新　井　重一郎
　　　　　五野上　茂　次
　　　　　小　櫃　市　郎
　　　　　荒　船　　　功

議会運営委員会 　議会運営委員会は、円滑な議会運営のため、議会運営の全般について

協議し、意見調整を図る場として設置される委員会です。

　具体的には、次の事項を調査することが法律で決められています。

　①議会の運営に関する事項

　②議会の会議規則、委員会条例などに関する事項

　③議長の諮問に関する事項

　委員は議長により選任され、条例で８人と決められており、総務委員

会などの常任委員会と同様に任期は２年と定められています。
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６月定例会の議案質疑の内容６月定例会の議案質疑の内容

６月定例会（６月７日から21日まで開催）では、市長提出議案10件のほか、議員提出議案４件
を審議しました。質疑の主な内容は下記のとおりです。

　
　
　

消
防
団
員
の
任
命
要
件
の

拡
大
お
よ
び
消
防
団
員
の
報
酬
等

の
支
給
方
法
等
の
明
確
化
を
目
的

と
す
る
改
正
。

　
　

任
命
要
件
の
拡
大
に
関
し
、

市
外
居
住
者
で
、
市
内
へ
通
勤
・

通
学
し
て
い
な
い
消
防
団
員
へ
の

対
応
は
。

　
　

市
外
居
住
者
で
、
か
つ
、
市

外
勤
務
者
の
消
防
団
員
は
現
在
13

人
い
る
。
団
長
が
職
務
の
遂
行
に

支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
、
例

え
ば
土
・
日
曜
日
等
の
休
日
し
か

活
動
で
き
な
い
と
し
て
も
、
そ
の

団
員
が
、
所
属
分
隊
等
に
お
い
て

必
要
な
団
員
と
判
断
で
き
る
場
合

は
、
団
長
が
団
員
と
し
て
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

現
在
建
設
の
進
ん
で
い
る

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館
の
オ
ー
プ

ン
に
あ
た
り
、
利
用
時
間
や
使
用

料
な
ど
に
関
す
る
規
定
を
全
面
的

に
見
直
す
も
の
。

　
　

休
館
日
を
火
曜
日
と
し
て
い

る
理
由
は
。

　
　

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制
度
に

よ
り
月
曜
日
が
休
日
に
な
る
こ
と

が
多
く
、
火
曜
日
の
利
用
が
少
な

く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
人
件
費
等
に
も
配
慮
し
た
結

果
、
火
曜
日
を
休
館
日
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
年
末
年
始
の
休

館
日
を
含
め
、
利
用
希
望
の
あ
る

場
合
に
は
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
考
え
る
。

　
　

利
用
時
間
に
関
し
、
以
前
と

比
べ
、
終
了
時
間
が
30
分
延
長
さ

れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お

い
て
午
後
10
時
ま
で
と
の
要
望
が

多
か
っ
た
た
め
。

　
　

使
用
料
の
設
定
方
法
に
つ
い

て
。

　
　

市
の
コ
ス
ト
負
担
や
利
用
者

の
負
担
、
近
隣
施
設
と
の
バ
ラ
ン

ス
等
を
配
慮
し
た
。
具
体
的
に
は

近
隣
施
設
お
よ
び
類
似
施
設
11
施

設
を
参
考
に
、「
大
ホ
ー
ル
フ
ォ

レ
ス
タ
」
に
つ
い
て
は
、
１
時
間

あ
た
り
の
席
単
価
と
平
日
の
午
前

区
分
の
使
用
料
に
対
す
る
加
算
割

合
を
基
に
設
定
し
た
。「
け
や
き

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
お
よ
び
「
会
議
室
」

に
つ
い
て
は
、
１
㎡
あ
た
り
の
席

単
価
と
平
日
の
午
前
区
分
の
使
用

料
を
基
に
算
出
し
た
。
ま
た
、
準

備
等
で
の
舞
台
の
み
の
利
用
や
１

階
席
の
み
の
利
用
な
ど
利
用
者
の

視
点
に
立
っ
た
使
用
料
を
設
定
し

て
い
る
。

　
　

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館
管
理

運
営
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
は
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

が
、
ホ
ー
ル
の
使
用
料
の
決
定
に

つ
い
て
市
民
参
加
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　

使
用
料
設
定
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
か
け
て
い
る
。

（吉田総合支所３階）

大ホール　フォレスタ

問答 趣
旨

趣
旨

問答

問答問答

問答

※入場者から3,000円を超える入場料を徴収するときや営利等を
目的とするときは使用料が割り増しとなります。

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

例
の
一
部
改
正

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館
条
例

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館
条
例

施設 利用区分 秩父郡市内の方 秩父郡市外の方

大ホール
フォレスタ

全席

平日

午前 17,000 25,500
午後 26,000 39,000
夜間 34,000 51,000
全日 72,000 108,000

土日
祝日

午前 20,000 30,000
午後 31,000 46,500
夜間 41,000 61,500
全日 86,000 129,000

１階席

平日

午前 11,900 17,850
午後 18,200 27,300
夜間 23,800 35,700
全日 50,400 75,600

土日
祝日

午前 14,000 21,000
午後 21,700 32,550
夜間 28,700 43,050
全日 60,200 90,300

舞台のみ（１時間につき） 3,000 4,500
けやきフォーラムA・B・C・D

（１室１時間につき） 500 750

会議室１・２（１室１時間につき） 400 600
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い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

に
基
づ
き
、
い
じ
め
問
題
に
対
応

す
る
た
め
の
連
絡
協
議
会
、
専
門

委
員
会
、
再
調
査
委
員
会
の
設
置
、

組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
。

　
　

対
策
連
絡
協
議
会
、
専
門
委

員
会
、
再
調
査
委
員
会
の
委
員
の

選
出
に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体
で

は
条
例
中
で
、
関
係
機
関
の
個
別

名
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
今
回
、
上
程
さ
れ
た

条
例
に
お
い
て
、
関
係
機
関
の
個

別
名
等
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
は
な

ぜ
か
。

　
　

委
員
会
ご
と
に
特
性
を
ふ
ま

え
て
こ
の
よ
う
な
規
定
に
し
た
。

　

対
策
連
絡
協
議
会
は
、
市
の
中

の
関
係
機
関
が
連
絡
調
整
を
行
い

な
が
ら
い
じ
め
を
防
止
し
て
い
く

趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で

委
員
は
、
学
校
関
係
者
、
警
察
関

係
者
、
児
童
福
祉
関
係
者
、
保
護

者
の
代
表
、
教
育
相
談
員
を
考
え

て
い
る
。

　

専
門
委
員
会
は
、
教
育
委
員
会

で
設
置
し
、
個
別
の
事
案
に
つ
い

て
調
査
し
て
い
く
も
の
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
専
門
性
の
高
い
知
識

を
有
す
る
方
が
必
要
で
あ
り
、
教

育
、
法
律
、
医
療
、
心
理
、
福
祉

等
の
専
門
の
委
員
で
構
成
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

再
調
査
委
員
会
は
、
専
門
の

方
々
が
調
査
し
た
も
の
に
つ
い
て

疑ぎ

ぎ義
が
生
じ
た
場
合
行
う
も
の
で

あ
り
、
さ
ら
に
専
門
性
の
高
い
各

分
野
の
学
識
経
験
者
を
考
え
て
い

る
。
例
え
ば
法
解
釈
上
の
課
題
が

あ
れ
ば
法
学
者
、
医
学
上
・
医
療

上
の
問
題
が
あ
れ
ば
医
療
関
係
者

ま
た
は
医
学
の
専
門
家
、
教
育
学

上
の
判
断
に
疑
義
が
あ
れ
ば
教
育

関
係
者
を
入
れ
る
と
い
う
よ
う
に

個
別
に
判
断
し
て
い
く
。

　
　

再
調
査
委
員
会
は
、
他
市
の

例
に
よ
る
と
法
的
な
専
門
家
と
し

て
弁
護
士
、
医
療
や
精
神
の
関
係

で
は
臨
床
心
理
士
な
ど
の
具
体
的

な
職
名
を
挙
げ
、
委
員
を
選
出
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
具
体
的
な

職
名
を
挙
げ
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
　

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

本
当
に
個
別
の
ケ
ー
ス
で
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
再
調
査
委
員
会
は
、

市
長
の
権
限
で
設
け
る
も
の
で
あ

り
、
当
市
に
お
い
て
は
、
個
別
の

ケ
ー
ス
に
応
じ
て
、
市
長
が
判
断

し
た
方
を
委
員
に
す
る
こ
と
で
よ

い
と
考
え
る
。

　
　

選
出
さ
れ
た
委
員
は
、
任
期

中
は
任
務
を
果
た
す
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
う
。
個
別
の
ケ
ー
ス

に
沿
っ
て
委
員
を
選
出
す
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　

再
調
査
委
員
会
は
、
個
別
の

ケ
ー
ス
を
調
査
す
る
た
め
の
委
員

会
な
の
で
、
任
期
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
個
別
の
ケ
ー
ス
ご
と
に

委
員
が
選
出
さ
れ
る
。

　
　

専
門
委
員
会
委
員
お
よ
び
再

調
査
委
員
会
委
員
の
報
酬
に
つ
い

て
、
条
例
の
規
定
に
よ
る
と
、
委

員
報
酬
の
日
額
に
は
２
通
り
あ
る

が
、
設
定
金
額
の
根
拠
は
。

　
　

両
委
員
会
と
も
、
そ
の
委
員

に
は
高
い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
機
密
性
の
高
い
重
要
な
案

件
を
調
査
す
る
審
査
機
関
と
し
て
、

高
い
方
の
報
酬
額
と
し
た
。

　
　

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
等
条
例
に
規
定
す
る
委
員
会
の

う
ち
、
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会

委
員
の
報
酬
は
教
育
費
、
い
じ
め

問
題
再
調
査
委
員
会
委
員
の
報
酬

は
総
務
費
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

　
　

い
じ
め
問
題
再
調
査
委
員
会

は
、
教
育
委
員
会
か
ら
独
立
し
た

調
査
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら
総
務

部
の
所
管
と
な
る
た
め
、
そ
の
委

員
報
酬
は
総
務
費
と
な
る
。

　
　
「
少
子
化
・
人
口
減
少
に
対

応
し
た
活
力
あ
る
学
校
教
育
推
進

事
業
」
と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

　
　

文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
で
、

国
の
積
極
的
な
支
援
の
も
と
、
小

規
模
校
の
教
育
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
モ
デ
ル
を
創
出

し
、
生
み
出
さ
れ
た
好
事
例
を
文

部
科
学
省
が
分
析
・
発
信
し
、
少

子
化
対
応
を
加
速
化
し
て
い
く
と

い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

　

当
市
で
は
、
大
田
小
学
校
・
大

田
中
学
校
地
区
に
お
い
て
、
小
規

模
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
消
化
し
、

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
化
す
る
取
り
組

み
を
実
施
し
、
小
規
模
校
が
活
性

化
す
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

　
　

今
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
大
田
小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
す
る
予
算
１
７
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
補

正
予
算
２
０
０
万
円
と
当
初
予
算

１
７
０
万
円
の
関
連
性
が
あ
る
の

か
。

　
　

小
規
模
校
を
活
性
化
す
る

手
立
て
の
中
の
一
つ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も

含
ま
れ
て
い
る
。
実
際
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
活
動
を
研
究
す
る
中
の
一

つ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
り
組
み
も
入
っ

て
い
る
。
大
田
小
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
を
研
究
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
事
業
と

合
わ
せ
て
考
え
て
い
き
た
い
。
そ

の
成
果
を
全
学
校
に
普
及
し
て
い

く
。

６月定例会本会議の様子

趣
旨

問答

問答問答

問答問答

問答問答

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
等
条
例

会
等
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

（
第
１
回
）


